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今回の文化財展は、家でも見かける身近な文化財資

料や美術品の簡単な取扱い方をテーマにしました。

「掛軸」では正しい掛け方と仕舞い方を、「茶碗」では

茶碗の入っていた箱の紐の正しい結び方を、「古本」

では、和装本の切れた綴り紐の補修の仕方を、「石碑」

では内容に何が書いてあるかを知る手掛かりを掲載し

ました※。

今回の文化財展を通して、身近にある多様な文化財資

料や美術品を傷つけず、正しく鑑賞したり、研究の対

象として取扱えるようになるきっかけとなれば幸いです。

また、「土器の取扱い方－整理作業の流れ」に併せて、

平成３０年度柏原鳥ノ上地区発掘調査における成果も

ご紹介します。

こちらも、ぜひ、ご覧下さい。

　　　　　　　　平成３１年３月

　　　　　　　　狭山市教育委員会（主管：社会教育課） 

※本物の博物館資料を用いた実践・文化財取扱い講習会の内容を、解り易く

　まとめました。

3/9~17
於 :狭山市立博物館
狭山市稲荷山 1-23-1

土 日

平成 30年度文化財展
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参考・出典：博物館実務ビデオ講座　美術工芸品の取扱い方（株式会社　丹青社）
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　掛軸の取扱い方

（４）片方の手で矢筈を操り掛緒を伸ばし、八双側を支え、もう片方の手でまだ開いていない軸本体と矢筈の軸を写真の
　　  様に支え、静かに自在（軸を掛けるフック）まで移動します。
（５）自在に掛緒を掛けます。
（６）軸を支える手を緩め、軸が自在に固定されたことを確認した後、両手で軸端を持って、まだ 10センチメートルほ      
　　  どしか開いていない軸を静かに開きます。
（７）最後まで両手を添えて開きます。

（８）片づける時は、（６）（５）（４）（３）（２）（１）
と遡っていきます。風帯は、軸に巻き込まず、八双と
平行になるように折り曲げて収納します。

（１）収納されている箱を開けます。衝撃を与えないようにするため、ふたを少し手前から奥へずらし、そのあとに上方
　　  向へ開けるようにします。その後、軸を箱から出します。
（２）巻緒をほどくときは、軸を回転させず、紐を回して静かに解きます。解き終わったら掛緒の一方に寄せ、軸を台の
　　  上又は畳の上に置きます。
（３）矢筈を掛緒に掛け、軸を 10センチメートル程開き、風帯を伸ばし整えます。

（９）巻緒紙がついている場合があります。巻緒を軸
に巻く前に八双にかけるような形で巻き込みます。

(10) 正しく収納したときは、図の様になります。

巻緒
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　茶碗の取扱い方

　箱物のひもは脆弱です。ひもの

先を引っ張らないようにしましょ

う。箱を運ぶときは、箱の上下と

自分の体の三点で支えるようにし

ます。

　中の茶碗を取り扱うときは、机

の上など安定した場所で触りま

しょう。机に両ひじをつける等、

自分の体を資料にあわせましょ

う。そうすることで、万が一落と

してしまった時の被害を小さくす

ることが出来ます。

外箱のひもを結ぶ～四方左掛け～

①箱の左上に輪を作り引っかけ
　ます。

②手前にあるひもを輪の中へ通
　し、右上に出します。

③右側にあるひもも同様に輪に
　通し、左下に出します。

④左下に出したひもで輪を作り
　ます。

⑤④で作った輪は、最終的に右
側に来ます。

⑥右上のひもを、⑤の輪に上か
ら引っかけます。

⑦巻きつけたひもで輪を作り、
　下からくぐらせます。

⑧形を整えたら出来上がりです。



　
　
　

〜
和
綴
じ
本
の
種
類
と
修
繕
の
方
法
〜

　

古
本
の
取
扱
い
方

　古本の取扱い方

巻子本（かんすぼん）

　絵巻物等がこの形態にあたります。

　紙を横に継いで　巻いたものです。

折本（おりほん）

　巻子本を同じ幅に折りたたんだ、お経に多い形です。

胡蝶装（こちょうそう）

　紙を、字が書かれている面を表にして折り、

　折り目の部分でのり付けしたものです。

線装本（せんそうほん）

　いわゆる袋とじです。のりではなく糸で紙を綴じた

　もので、現在のノートが一番近い形をしています。

列帖装（れつじょうそう）

　紙を数枚重ねて谷折りにした「折」を、

　いくつも　糸で綴じていく形です。

和綴じ本を綴じる方法「四つ目綴じ」

古本の種類

①針は表紙の下の紙から入れます。

②背表紙に糸を巻きつけます。

③隣の穴も同様に綴じます。

④両端は本の天地も綴じます。

⑤綴じ忘れがないか確認します。

⑥綴じた糸に針をくぐらせ出来た輪に

　針を通し、糸の処理をします。

巻子本

折本

線装本

糸が切れた和綴じ本



山形

二条線

額部

天蓋

珱珞

主尊種子

月輪

脇侍種子

蓮座

梵字光
明真言

紀年銘

干支

願文

供養者名

根部

蓮実

蓮弁｝
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　板碑の取扱い方

　狭山市内には「板碑」とよばれる石碑

が数多く存在しています。

　板碑とは供養塔のことで、死者の供養

はもちろんのこと、生前に死後の冥福を

祈る目的でも造られました。

　中央上部に仏尊を象徴する梵字（種子）

が刻まれ、下部には真言や建立年月日等

が刻まれています。

　１３世紀から１６世紀にかけて数多く

造られましたが、その後は衰退していき

ました。

　武蔵地方の板碑は、秩父で多く産出さ

れる青石で造られていたことから、「青

石塔婆」とも呼ばれています。

年号一覧

※板碑が多く造られた時代の年号を掲載 梵字一覧　※主要なもの

　板碑を家の中に置く場合、綿を薄葉紙で包んだ

「ふとん」をつくり、その上に板碑を置くように

します。

　移動させるときは、上に１枚ふとんを乗せてく

るみ、台車等で運ぶようにします。

出典：庚申懇話会「日本石仏事典」（雄山閣出版）
















































